
　
　
◆

山

車

の

み

ど

こ

ろ

七
日
　
午
後
四
時
〜

神
明
社
参
拝
、
十
八
台
の
山
車
が
一
斉
に
神
明
社

へ

八
日
　
午
前
十
時
〜

佐
竹
さ
ん
へ
、
各
山
車
が
武
家
屋
敷
通
り
を
佐
竹

さ
ん
へ
お
見
せ
に
ま
い
り
ま
す
。

午
後
六
時
三
〇
分
〜
丁
内
八
ヶ
所
で
観
光
や
ま
ぶ

っ
つ
け
（
別
表
）

薬
師
さ
ん
参
拝
の
ほ
か
各
山
車
と
も
丁
内
を
見
せ

な
が
ら
自
由
に
動
き
ま
す
。

九
日
　
午
前
十
時
〜

薬
師
さ
ん
参
拝
の
山
車
、
あ
る
い
は
町
内
を
見
せ

る
山
車
な
ど
。
夜
八
時
頃
、
夕
食
後
、
各
山
車
は

偵
察
員
を
出
し
作
戦
を
練
り
な
が
ら
山
車
ぶ
っ
つ

け
の
相
手
は
ど
こ
か
、
一
番
ス
リ
ル
に
富
ん
だ
時

間
と
な
り
ま
す
。
十
日
未
明
ま
で
続
き
ま
す
。

　
　
◆

お

祭

り

の

解

説

山
車
（
曳
山
、
や
ま
）
＝
祭
の
「
余
興
」
と
し
て
出
さ
れ

た
も
の
で
す
が
今
で
は
祭
の
主
役
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
古
く
は
薬
師
さ
ん
の
祭
に
つ
い
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

上
り
や
ま
＝
目
的
地
（
神
明
社
、
佐
竹
さ
ん
、
薬
師
堂
）

へ
向
か
う
と
き
の
山
車
を
い
い
ま
す
。
囃
子
は
重
々
し

く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
セ
ー
ヤ
ー
ド
ド
ン
と
い
う
囃
子

で
す
。

下
り
や
ま
（
道
中
）
＝
目
的
地
で
参
拝
、
見
せ
た
あ
と
の

帰
り
の
山
車
を
い
い
ま
す
。
囃
子
は
、
ペ
レ
レ
、
ペ
レ

レ
と
軽
い
テ
ン
ポ
で
、
道
中
と
も
い
い
ま
す
。

交
渉
（
こ
う
し
ょ
う
）
＝
山
車
が
丁
内
に
入
る
と
き
、
山

車
と
山
車
が
出
合
っ
た
と
き
に
交
渉
と
い
っ
て
黄
色
い

タ
ス
キ
を
か
け
た
山
車
の
交
渉
員
が
挨
拶
と
話
し
合
い

を
し
ま
す
。
山
車
で
は
重
要
な
役
目
で
交
渉
が
弱
か
っ

た
り
、
負
け
ま
す
と
道
を
ゆ
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

張
番
（
は
り
ば
ん
）
＝
各
丁
内
に
設
置
さ
れ
、
神
明
社
と

薬
師
の
御
輿
を
迎
え
て
丁
内
の
安
全
、
加
護
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
山
車
の
出
入
り
の
許
可
丁
内
で
の
ト

ラ
ブ
ル
の
交
渉
に
も
あ
た
り
ま
す
。
各
丁
内
と
も
年
番

組
織
で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
昔
は
自
町
内
の
山
車
の

動
き
も
こ
こ
か
ら
指
揮
し
ま
し
た
。

◆
祭
礼

神
明
社

七
日
　
午
前
十
時
　
例
大
祭
当
日
祭

　
　
　
午
後
八
時
　
例
大
祭
宵
祭

八
日
　
午
前
八
時
か
ら
神
輿
渡
御

成
就
院
薬
師
堂

八
日
　
午
後
三
時
　
祭
典
開
白
法
要

九
日
　
午
前
七
時
十
分
か
ら

　
　
　
　
御
輿
巡
行

観光客のための「やまぶっつけ」

時 間

９月８日
№ 場　　所 曳　　山　　名
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横 町

上 新 町

七 日 町

桜 美 町

上 新 町

横 町

西勝楽町

大
置
山
人
形
外
題
解
説

お
お

お
き

や
ま

に
ん

ぎ
ょ
う

げ

だ
い

か
い

せ
つ

場

所

人

形

場

面

人

形

場

面

解

説

人

形

立

町

太
平
記

　
　
村
上
義
光
錦
旗
奪
還
の
場

勝
楽
山
成
就
院

薬

師

堂

義
経
千
本
桜

　
　
伏
見
稲
荷
鳥
居
前

　
壇
ノ
浦
の
戦
い
に
て
、
平
家
討
伐
を
果
た
し
た
源
義
経
。
し
か
し
、
そ
の
兵
力
が
兄
頼
朝
に
歯
向
か
う
の
で
は
な
い
か
と
不

審
が
ら
れ
、
誤
解
を
解
こ
う
と
努
力
す
る
が
叶
わ
ず
、
西
国
を
目
指
す
。
　

　
都
の
は
ず
れ
、
伏
見
稲
荷
神
社
の
鳥
居
前
で
義
経
一
行
の
も
と
へ
静
御
前
が
追
い
駆
け
て
来
る
。
静
は
、
同
行
し
た
い
と
頼

む
が
、
義
経
は
そ
れ
を
拒
み
「
初
音
の
鼓
」
渡
し
、
鼓
を
自
分
の
代
わ
り
身
だ
と
託
し
て
渡
す
。

　
義
経
一
行
は
、
西
国
で
の
未
来
を
願
い
伏
見
稲
荷
に
参
拝
に
行
く
。
一
人
に
な
っ
た
静
御
前
の
前
に
、
討
手
の
逸
見
藤
太
と

家
来
が
現
れ
る
。
藤
太
は
、
静
御
前
を
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
が
義
経
の
家
来
の
佐
藤
四
郎
忠
信
が
現
れ
不
思
議
な
力
を
使
い
助

け
る
。
実
は
、
こ
の
忠
信
は
本
物
で
は
な
く
狐
の
化
け
た
忠
信
で
あ
っ
た
。

　
参
拝
が
終
わ
り
、義
経
一
行
は
、忠
信
を
褒
め
、褒
美
と
し
て
自
分
の
着
背
長（
鎧
）を
与
え
、さ
ら
に「
源
九
郎
」の
名
前
も
授
け
、

源
九
郎
忠
信
と
し
て
自
分
の
代
わ
り
に
静
御
前
を
守
る
よ
う
に
頼
む
。

　
そ
の
後
、
義
経
は
西
国
へ
向
か
い
源
九
郎
忠
信
（
狐
）
と
静
御
前
は
、
吉
野
へ
向
か
う
。

　
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
後
醍
醐
天
皇
が
鎌
倉
幕
府
討
幕
運
動
で
あ
る
元
弘
の
乱
を
起
こ
す
と
天
皇
の
皇
子
大
塔
宮
護
良
親

王
も
参
戦
。
親
王
は
令
旨
を
発
し
て
反
幕
勢
力
を
募
り
、
赤
松
則
祐
、
村
上
義
光
ら
と
と
も
に
十
津
川
、
吉
野
、
高
野
山
な
ど

を
転
々
と
し
て
二
年
に
渡
り
幕
府
軍
と
戦
い
続
け
た
。

　
戦
い
の
中
、
親
王
一
行
は
十
津
川
郷
か
ら
熊
野
へ
向
か
う
途
中
、
敵
方
の
土
豪
・
芋
瀬
庄
司
が
守
る
関
所
で
止
め
ら
れ
た
。

親
王
一
行
は
通
行
を
乞
う
が
芋
瀬
は
幕
府
へ
面
子
を
立
て
る
た
め
、
名
の
あ
る
臣
の
命
か
錦
の
御
旗
か
を
よ
こ
せ
と
返
答
。
赤

松
則
祐
は
自
ら
の
命
を
投
げ
だ
す
と
進
言
す
る
が
、
今
は
有
能
な
武
将
一
人
た
り
と
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
親
王
は
御
旗
を
渡

し
て
こ
の
場
を
乗
り
越
え
、
一
行
は
高
野
山
に
向
か
っ
た
。

　
遅
れ
て
関
所
に
や
っ
て
来
た
村
上
義
光
は
錦
の
御
旗
が
翻
っ
て
い
る
の
を
見
て
怪
し
み
そ
の
訳
を
聞
い
て
烈
火
の
如
く
怒
り
、

御
旗
を
取
り
返
す
と
驚
く
郎
党
を
蹴
飛
ば
し
、
恐
れ
を
な
し
て
言
葉
を
失
っ
た
芋
瀬
を
尻
目
に
親
王
一
行
を
追
い
か
け
無
事
に

追
い
つ
い
た
の
だ
っ
た
。

　
天
照
大
神
は
孫
の「
ニ
ニ
ギ
」を
宮
崎
の
高
千
穂
の
峰
に
天
上
か
ら
下
ろ
す
。
ニ
ニ
ギ
を
初
代
と
す
る
と
四
代
が
神
武
と
な
る
。

神
武
に
、
い
ず
れ
日
本
の
中
心
は
東
方
の
大
和
に
な
る
と
進
言
さ
れ
、
推
根
津
彦
を
先
導
に
宮
崎
か
ら
船
に
乗
る
。

　
北
九
州
、瀬
戸
内
海
と
渡
り
大
阪
の
地
に
上
陸
す
る
が
地
元
の
豪
族
、長
髄
彦
軍
に
阻
ま
れ
る
。
こ
の
難
戦
が
太
陽
に
向
か
っ

て
い
る
の
が
原
因
と
悟
り
、
船
で
和
歌
山
の
太
平
洋
側
か
ら
太
陽
を
背
に
し
て
熊
野
に
向
か
う
。
地
元
の
神
々
や
弟
宇
迦
斯
を

家
来
に
し
な
が
ら
、
密
林
の
熊
野
で
は
八
咫
烏
の
案
内
も
有
り
吉
野
、
宇
陀
の
高
倉
山
へ
漸
く
た
ど
り
着
く
が
廻
り
は
長
髄
彦

軍
ば
か
り
だ
。

　
困
り
果
て
た
神
武
に
天
照
大
神
が
夢
に
立
ち
、
天
香
具
山
の
土
で
器
を
作
り
祈
れ
と
賜
る
。
そ
の
通
り
に
祈
る
と
空
に
黒
い

雲
が
現
れ
、
神
武
の
持
っ
て
い
る
弓
先
に
金
色
の
鳶
が
と
ま
る
と
大
き
な
光
が
射
す
。
こ
の
光
の
眩
し
さ
に
長
髄
彦
軍
が
大
敗

す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
大
和
の
制
覇
を
果
た
し
、
初
代
天
皇
と
し
て
橿
原
宮
で
即
位
し
た
。

　
徳
川
時
代
の
赤
穂
事
件
を
太
平
記
の
足
利
の
時
代
に
移
し
て
作
ら
れ
た
作
品
。
高
師
直
は
吉
良
上
野
介
、
塩
冶
判
官
は
浅
野
内

匠
頭
、「
四
段
目
」
か
ら
登
場
す
る
大
星
由
良
助
は
大
石
内
蔵
助
を
暗
喩
し
て
い
る
。

　
足
利
の
治
世
。
将
軍
・
足
利
尊
氏
は
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
の
造
営
を
執
り
行
い
、
弟
の
足
利
直
義
を
代
参
と
し
て
鎌
倉
へ
下
向
さ
せ
た
。

足
利
家
の
執
事
・
高
師
直
、
桃
井
若
狭
之
助
、
塩
冶
判
官
が
こ
れ
を
迎
え
、
忠
吉
は
新
田
義
貞
の
兜
を
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
の
宝
蔵
に

納
め
よ
と
の
尊
氏
の
命
を
伝
え
る
。
こ
こ
に
兜
を
見
極
め
る
役
と
し
て
、
塩
冶
判
官
の
妻
・
顔
世
御
前
が
呼
び
出
さ
れ
る
。
顔
世
は
、

数
多
の
兜
の
中
か
ら
ひ
と
き
わ
立
派
な
義
貞
の
兜
を
選
別
し
、
こ
れ
を
確
か
め
た
直
義
は
、
兜
を
宝
蔵
に
納
め
る
よ
う
に
命
じ
る
。

　
役
目
を
終
え
た
顔
世
は
、
そ
の
場
か
ら
退
出
し
よ
う
と
す
る
が
、
か
ね
て
か
ら
顔
世
に
思
い
を
寄
せ
る
師
直
は
、
辺
り
に
人
目

が
な
い
の
を
幸
い
に
恋
文
を
渡
す
。
顔
世
が
困
惑
し
て
い
る
と
若
狭
之
助
が
現
れ
、
そ
の
場
を
納
め
る
。
若
狭
之
助
に
邪
魔
を
さ

れ
た
師
直
は
激
高
し
、
散
々
に
悪
態
を
つ
く
。
こ
れ
に
耐
え
か
ね
た
若
狭
之
助
は
、
師
直
を
斬
ろ
う
と
す
る
が
、
判
官
が
現
れ
そ

の
場
を
納
め
る
。

角
館
總
鎮
守

神

明

社

祝
令
和
　
神
武
東
征

角

館

駅

前

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
　
大
序

　
源
義
朝
の
九
男
と
し
て
生
ま
れ
幼
名
を
牛
若
丸
と
呼
ば
れ
る
。

　
平
治
の
乱
で
父
が
敗
死
す
る
と
鞍
馬
寺
に
預
け
ら
れ
る
が
、
後
に
平
泉
へ
下
り
、
奥
州
藤
原
氏
の
庇
護
を
受
け
る
。

　
兄
・
頼
朝
が
平
氏
打
倒
の
兵
を
挙
げ
る
と
、
そ
れ
に
馳
せ
参
じ
、
一
の
谷
、
屋
島
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
を
経
て
平
氏
を

滅
ぼ
し
、
源
平
合
戦
最
大
の
功
労
者
と
な
っ
た
。

角
館
こ
ど
も
園

源
　
義
経

人
形
作
者

広

目

屋

角
館
き
が
た

角
館
き
が
た

広

目

屋

蔦

谷

会

大　　　置　　　山ミニ曳山

角館のお祭り

ユネスコ無形文化遺産
国指定重要無形民俗文化財

「角館祭りのやま行事」

護
良
　
親
王

村
上
　
義
光

赤
松
　
則
祐

芋
瀬
　
庄
司

芋
瀬
の
郎
党

源
　
義
経

武
蔵
坊
弁
慶

早
見
藤
太

源
　
九
郎
狐

静
御
前

天
照
大
御
神

神
武 

神
倭
伊
波
礼
比
古
命

長
髄
彦

椎
根
津
彦

弟
宇
迦
斯

高
　
師
直

桃
井
　
若
狭
助

塩
冶
　
判
官

源
　
義
経

も
り
よ
し

こ
う
の
も
ろ
な
お

え
ん

や

は
ん
が
ん

た
だ
よ
し

か
ぶ
と



曳
山
人
形
外
題
解
説

ひ
き

や
ま

に
ん

ぎ
ょ
う

げ

だ
い

か
い

せ
つ

曳

山

名

人

形

場

面

囃

子
・
踊

り

責

任

者

人

形

場

面

解

説

人
形
作
者

川

原

町

菅
原
伝
授
手
習
鑑
　
車
引
之
場

角
館
お
山
ば
や
し

扇

　

栄

　

会

渡
部
　
　
大

青
柳
　
宗
康

渡
邊
　
克
徳

辻
　
　
瞬
也

黒
澤
賢
太
郎

中
野
　
　
誠

三
浦
　
　
保

伊
藤
　
　
大

荒
木
　
大
輔

加
藤
　
寛
之

大
楽
　
和
正

谷
藤
　
勝
昭

　
梅
王
丸
と
桜
丸
の
君
主
で
あ
る
菅
承
相
を
流
罪
と
し
た
左
大
臣
時
平
。
時
平
が
吉
田
神
社
へ
参
詣
す
る
た
め

に
通
る
と
聞
い
た
梅
王
丸
は
今
こ
そ
時
平
に
返
報
と
、
や
っ
て
き
た
時
平
の
牛
車
を
襲
う
。

　
だ
が
時
平
付
き
の
牛
飼
い
松
王
丸
が
二
人
を
阻
む
。

　
お
互
い
に
牛
車
を
曳
き
合
う
う
ち
に
牛
車
は
大
破
し
中
か
ら
金
冠
白
衣
の
時
平
が
姿
を
見
せ
「
ヤ
ア
時
平
に

向
か
い
推
参
な
り
」
と
く
わ
っ
と
睨
ん
だ
そ
の
眼
力
に
二
人
は
動
け
な
く
な
る
。

　
一
三
三
一
年
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
倒
幕
計
画
が
発
覚
す
る
と
、
天
皇
は
笠
置
山
に
挙
兵
す
る
。

　
楠
木
正
成
は
こ
れ
に
呼
応
し
わ
ず
か
一
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
軍
勢
を
率
い
山
城
千
早
城
に
て
籠
城
し
た
。

　
幕
府
軍
は
一
〇
〇
万
と
も
言
わ
れ
る
大
軍
で
容
易
に
千
早
城
を
包
囲
し
た
が
、
知
将
正
成
の
天
賦
の
才
が
こ

こ
に
開
花
す
る
。

　
奇
策
を
用
い
て
幕
府
軍
を
翻
弄
し
、
つ
い
に
は
戦
い
に
勝
利
す
る
。

　
千
早
城
の
勝
利
は
倒
幕
の
檄
と
し
て
世
に
示
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
は
幕
を
閉
じ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
一
一
八
五
年
、
壇
ノ
浦
（
現
在
の
山
口
県
下
関
市
）
で
行
わ
れ
た
源
氏
と
平
氏
に
よ
る
戦
い
。

　
一
ノ
谷
の
戦
い
、
屋
島
の
戦
い
で
敗
れ
た
平
氏
は
壇
ノ
浦
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
。
義
経
率
い
る
軍
が
瀬
戸
内

海
よ
り
攻
め
て
き
た
の
に
対
し
、
平
氏
は
海
に
出
て
迎
え
撃
っ
た
。
初
め
は
平
氏
側
が
優
勢
だ
っ
た
が
、
潮
の

流
れ
が
変
わ
り
源
氏
側
に
攻
め
込
ま
れ
不
利
な
状
況
に
な
っ
た
。
敗
北
を
悟
っ
た
平
知
盛
ら
平
氏
一
門
は
次
々

と
海
へ
身
を
投
げ
、
平
氏
の
滅
亡
と
な
っ
た
。

　
清
盛
が
平
氏
の
棟
梁
を
継
承
し
て
間
も
な
く
、
保
元
の
乱
が
起
こ
り
、
平
氏
と
源
氏
も
、
後
白
河
院
・
崇
徳

院
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
に
別
れ
た
骨
肉
の
戦
い
の
末
、
勝
利
し
て
権
力
を
得
た
後
白
河
院
か
ら
、
敗
北
し
た
崇
徳

院
方
に
つ
い
た
一
族
の
処
断
を
強
い
ら
れ
る
結
果
に
終
わ
る
。
乱
後
、
実
権
を
握
っ
た
信
西
と
組
ん
で
順
調
に

出
世
す
る
清
盛
に
対
し
、
冷
遇
さ
れ
る
義
朝
は
不
満
を
募
ら
せ
、
遂
に
反
信
西
派
の
誘
い
に
乗
っ
て
行
動
を
起

こ
す
。
平
氏
と
源
氏
、
決
着
の
時
が
迫
っ
て
い
た
。

　
一
条
天
皇
は
夢
の
告
げ
に
従
っ
て
、宗
近
に
剣
を
打
て
と
の
勅
命
を
下
す
。良
い
相
槌
が
い
な
い
の
に
悩
ん
だ

宗
近
は
、決
心
し
て
稲
荷
明
神
に
参
詣
す
る
。そ
こ
に
童
子
が
現
れ
、勅
命
の
下
っ
た
こ
と
を
言
い
当
て
、様
々
な

剣
の
威
徳
を
語
り
、支
度
し
て
、自
分
を
待
つ
よ
う
に
と
つ
げ
姿
を
消
す
。宗
近
は
従
い
壇
を
飾
り
、神
に
祈
っ
た
。

　
や
が
て
稲
荷
明
神
の
神
霊
が
現
れ
、宗
近
と
共
に
刀
を
打
つ
。そ
し
て
名
剣「
小
狐
丸
」が
完
成
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
剣
を
勅
使
に
捧
げ
、明
神
は
雲
に
乗
り
帰
っ
て
行
っ
た
。

　
乱
暴
者
の
弁
慶
は
、
千
本
の
太
刀
を
奪
お
う
と
い
う
悲
願
を
立
て
、
道
行
く
人
を
襲
っ
て
は
太
刀
を
奪
い
取

り
九
九
九
本
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
と
一
本
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
五
条
大
橋
を
笛
を
吹
き
な
が
ら
通
る

牛
若
丸
と
出
会
う
。
弁
慶
は
牛
若
丸
に
襲
い
か
か
る
が
、
牛
若
丸
は
欄
干
を
飛
び
交
い
、
最
後
は
返
り
討
ち
に

遭
っ
て
し
ま
う
。

　
降
参
し
た
弁
慶
は
、
そ
の
後
牛
若
丸
の
家
来
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
天
正
十
年
（
一
五
八
三
）
六
月
未
明
、
時
な
ら
ぬ
軍
馬
の
響
き
が
京
の
町
に
轟
い
た
。
明
智
光
秀
、
率
い
る

一
万
三
千
人
の
軍
勢
が
主
君
織
田
信
長
の
宿
泊
し
て
い
る
本
能
寺
を
襲
っ
た
。

　
明
智
家
臣
の
安
田
作
兵
衛
は
、
本
能
寺
へ
は
先
鋒
役
を
命
じ
ら
れ
突
入
す
る
。

　
得
意
の
槍
に
て
信
長
に
一
番
槍
で
手
傷
を
負
わ
せ
る
。
こ
の
機
の
行
く
手
を
は
ば
ん
だ
森
蘭
丸
。
傷
を
負
い

な
が
ら
も
見
事
に
蘭
丸
を
討
ち
取
る
功
名
を
た
て
、
そ
の
武
勇
か
ら
明
智
三
羽
烏
と
し
て
称
さ
れ
た
。

　
近
江
の
三
井
寺
で
は
鐘
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
へ
藤
娘
が
鐘
を
拝
ま
せ
て
欲
し
い
と
現
れ
、
酒
宴
を

し
て
い
た
外
方
は
舞
を
所
望
す
る
。
藤
娘
は
舞
を
始
め
る
が
、
い
つ
の
ま
に
か
消
え
て
し
ま
い
、
今
度
は
鷹
匠

が
現
れ
る
。
そ
の
後
、
犬
と
座
頭
、
い
な
せ
な
船
頭
が
現
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
踊
る
。
再
び
藤
娘
が
現
れ
る
が
、
突

然
落
ち
た
鐘
の
中
に
姿
を
消
す
。
し
か
し
、
弁
慶
が
祈
る
と
鐘
か
ら
大
津
絵
の
鬼
が
現
れ
、
駆
け
つ
け
た
矢
の

根
の
五
郎
が
祈
り
伏
せ
る
の
だ
っ
た
。

　
領
主
と
し
て
備
前
国
藤
戸
に
着
任
し
た
佐
々
木
盛
綱
の
前
に
、
藤
波
と
い
う
老
婆
が
現
れ
る
。
一
年
前
の
藤

戸
の
合
戦
で
、
浅
瀬
を
教
え
て
く
れ
た
漁
夫
を
無
情
に
も
そ
の
場
で
殺
し
た
盛
綱
。
藤
波
は
そ
の
若
い
漁
夫
の

母
だ
っ
た
。

　
息
子
を
返
せ
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
る
藤
波
に
、
盛
綱
は
心
か
ら
詫
び
、
漁
夫
の
霊
魂
を
慰
め
よ
う
と
す
る
。

そ
こ
へ
怨
念
の
た
め
悪
龍
と
な
っ
た
漁
夫
の
霊
が
襲
い
か
か
る
が
、
無
心
に
祈
る
盛
綱
の
姿
を
見
て
怒
り
も
解

け
、
漁
夫
の
霊
は
つ
い
に
成
仏
す
る
。

　
明
朝
の
復
活
の
た
め
、台
湾
に
渡
っ
た
「
和
藤
内
」
と
そ
の
「
両
親
（
老
一
官
夫
婦
）」
一
行
は
和
藤
内
の
姉
「
錦

祥
女
」
の
夫
「
甘
輝
」
が
治
め
る
獅
子
ヶ
城
に
た
ど
り
着
く
も
の
の
、
楼
門
の
警
護
は
対
面
を
許
さ
な
か
っ
た
。

門
前
の
騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
楼
門
に
登
っ
た
錦
祥
女
は
、
和
藤
内
と
の
対
面
を
果
た
す
。

　
荒
事
の
代
表
格
、
和
藤
内
の
勇
ま
し
さ
と
、
錦
祥
女
の
凛
々
し
く
も
優
し
い
美
し
さ
が
光
る
、
歌
舞
伎
な
ら

で
は
の
名
場
面
。

　
一
〇
〇
〇
年
頃
、
京
の
都
で
姫
が
次
々
と
さ
ら
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
。
陰
陽
師
・
安
倍
晴
明
に

よ
っ
て
、
大
江
山
に
住
む
鬼
、
酒
呑
童
子
の
仕
業
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
時
の
一
条
天
皇
は
源
頼
光
に
酒
呑

童
子
の
討
伐
を
命
ず
る
。
源
頼
光
は
四
天
王
で
あ
る
渡
辺
綱
、
坂
田
金
時
、
卜
部
季
武
、
碓
井
貞
光
ら
を
従
え

大
江
山
へ
向
か
う
。
四
天
王
の
ひ
と
り
坂
田
金
時
は
酒
呑
童
子
を
見
つ
け
、
今
ま
さ
に
討
伐
し
よ
う
と
飛
び
掛

る
の
で
あ
っ
た
。

　
戦
国
時
代
の
一
五
七
〇
年
、
琵
琶
湖
北
西
長
浜
で
朝
倉
浅
井
連
合
軍
と
織
田
徳
川
連
合
軍
と
の
姉
川
の
合
戦

が
始
ま
っ
た
。

　
序
盤
は
、
朝
倉
浅
井
勢
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
徳
川
家
臣
勇
将
の
本
多
平
八
郎
忠
勝
が
奮
戦
す
る
。
そ
の
忠

勝
に
一
騎
打
ち
を
挑
ん
だ
の
が
、
朝
倉
家
臣
豪
傑
の
真
柄
十
朗
左
衛
門
直
隆
で
あ
っ
た
。
両
者
戦
い
は
、
決
着

が
つ
か
ず
後
に
姉
川
の
戦
い
の
伝
説
と
な
っ
た
。

　
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
と
し
て
仕
え
た
加
藤
清
正
。
文
禄
・
慶
長
の
役
で
朝
鮮
へ
出
征
し
、数
々
の
武
功
を
挙
げ
る
。

　
清
正
の
軍
勢
が
、
朝
鮮
の
大
き
な
山
の
麓
に
陣
営
を
か
ま
え
て
い
た
あ
る
日
の
夜
。
山
に
住
ん
で
い
る
大
き

な
虎
が
現
れ
、
軍
馬
に
襲
い
か
か
り
、
翌
日
に
は
清
正
の
小
姓
・
上
月
左
膳
も
か
み
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
怒
っ
た
清
正
は
、
山
狩
り
で
虎
を
見
つ
け
る
と
一
本
槍
で
襲
撃
。
見
事
に
退
治
し
敵
討
を
果
た
す
。

　
正
月
の
曽
我
の
里
で
五
郎
は
家
で
父
の
敵
、
工
藤
祐
経
を
討
つ
準
備
の
た
め
、
大
き
な
砥
石
で
矢
の
根
を
研

い
で
い
た
。
そ
の
う
ち
五
郎
が
寝
て
し
ま
う
と
、夢
の
中
に
兄
十
郎
の
生
霊
が
現
れ
「
今
、工
藤
の
館
に
捕
ま
っ

て
い
る
か
ら
助
け
に
来
て
く
れ
。」
と
言
い
残
し
消
え
て
し
ま
う
。
五
郎
は
跳
ね
起
き
通
り
か
か
っ
た
馬
子
か

ら
奪
っ
た
馬
に
乗
り
、
大
根
を
鞭
に
し
て
十
郎
を
救
い
に
駆
け
出
す
。

　
賤
ケ
岳
の
戦
い
は
天
正
十
一
年
四
月
、
賤
ケ
岳
付
近
で
起
き
た
羽
柴
秀
吉
と
柴
田
勝
家
の
戦
い
で
あ
る
。

　
敵
同
士
と
な
っ
た
が
、
後
に
戦
国
最
強
と
謳
わ
れ
た
才
蔵
と
、
才
蔵
最
後
の
主
君
と
な
る
若
き
日
の
正
則
の

出
会
い
の
一
場
面
で
あ
る
。

　
舞
台
は
鶴
岡
八
幡
宮
、
皇
位
を
我
が
も
の
に
し
よ
う
と
目
論
む
悪
人
、
清
原
武
衡
が
加
茂
次
郎
義
綱
ら
、
罪

の
無
い
善
男
善
女
を
捕
え
る
。

　
難
く
せ
を
つ
け
、家
来
に
命
じ
て
一
同
を
斬
り
殺
そ
う
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
時
「
し
ば
ら
く
」
と
大
声
を
か
け
、

鎌
倉
権
五
郎
景
政
が
現
れ
る
。超
人
的
な
力
で
悪
人
ど
も
を
斬
り
倒
し
、意
気
揚
々
と
花
道
を
引
き
揚
げ
て
い
く
。

　
天
正
三
年
、
武
田
勝
頼
は
一
万
五
千
の
兵
を
率
い
て
甲
府
を
出
立
し
三
河
長
篠
城
を
包
囲
し
た
。

　
長
篠
城
主
、
奥
平
貞
昌
の
救
援
を
求
め
る
声
に
応
じ
た
織
田
信
長
は
三
万
五
千
の
軍
勢
を
率
い
長
篠
設
楽
原

に
て
武
田
軍
と
激
突
。

　
武
田
四
天
王
の
一
人
、
山
県
昌
景
は
死
を
決
し
、
朱
塗
り
の
甲
冑
を
ま
と
っ
た
精
鋭
部
隊
「
赤
備
え
」
を
率

い
て
銃
弾
の
飛
び
交
う
中
、
刀
を
振
る
い
敵
陣
に
突
撃
す
る
。

　
都
に
大
江
山
の
鬼
神
が
夜
ご
と
出
没
し
、
娘
達
を
さ
ら
っ
て
い
っ
た
。

　
帝
は
源
頼
光
を
召
し
だ
し
、鬼
討
伐
を
命
じ
る
。
源
頼
光
は
、平
井
保
昌
や
四
天
王
ら
と
大
江
山
へ
潜
入
す
る
。

　
鬼
神
は
童
子
の
姿
を
し
て
酒
を
好
む
こ
と
か
ら
酒
呑
童
子
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
熊
野
権
現
か
ら
賜
っ
た
神
酒

を
勧
め
、
童
子
は
こ
れ
を
呑
む
と
酔
い
が
ま
わ
り
、
効
が
あ
ら
わ
れ
た
。

　
寝
床
に
攻
め
入
る
と
鬼
神
が
姿
を
現
し
戦
い
が
始
ま
る
が
、
神
酒
に
は
抗
え
ず
、
通
力
を
失
っ
た
鬼
神
は
ど

ど
め
を
刺
さ
れ
た
。
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